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民族の違いを超えて大気が浄化される地球上に住みたいと人は思うものです。自然は、

私達がはるか昔に許されて住まわせていただいているものです。 

2011年～2012年度の国際ライオンズクラブ会長ウインクン・タム氏が提唱した「全世界

で 1000万本の植樹を」のスローガンのもと、倉吉グレートライオンズクラブは中国河北省

張家口市陽原県で植林することとなりました。この事業は、日中民間緑化協力委員会の助

成をいただいて行うもので､カウンターパートは河北省林業庁です。 

総勢 6名のクラブ員等が平成 29年４月 17日～20日の日程で訪中しました。18日の北京

の朝は穏やかで空も晴れ渡っており、陽原県林業庁の迎えの車で植林現地へ向かいました。 

事業地の陽原県は河北省西北部に

位置し、北京より西方には黄土高原

が広がり春になると西からの強い風

に黄砂が吹き上げられ、鳥取県にも

黄砂現象として影響があります。又、

排気ガスと混ざって PM2.5の原因に

もなります。 

現地への黄土高原のドライブを楽

しみながら辺りを見回すと、北京か

ら遠ざかるにつれて大きくなったポ

プラ並木は徐々に少なくなり、近年植林したような幼木が心細そうに植わっていました。

次第に黄土高原特有の雨水で浸食されっぱなしのでこぼこの荒涼とした風景になり、木も

草も生えていない土地が山の上まで、そのまた先まで続いていました。 

本事業は、今年度は 35haの区域に松、

杏子等約 39千本を植えるものであり、

翌年以降も同様規模で継続する予定で

す。植林現地到着後早速現地の方々一

緒に、大陸奥地特有のきめ細かな土埃

りに悩ませられながらも作業に汗しま

した。 

植林作業後ホテルに戻り、日中双方

の意見交換会をしました。鳥取県と河

北省の交流は今年で 30周年を迎え、交

流の歴史を感じました。中国側からま

ず昨秋の鳥取県中部地震のお見舞いの言葉を頂き、日本側からは、弊クラブの活動理念を

説明し、現地の皆様と一緒になって中国のみならず地球を守る緑化事業に尽力したいとお

願いしました。 



数々の日程を無事に終えて 20日早朝日本へ向けて北京空港を発ちました。北京の空は思

った程大気汚染は感じませんでしたが、飛行機の中から北京上空を見ますとどす黒い雲の

ような塊がすっぽり覆い、その上の空の澄んだ青さとのコントラストに大気汚染の深刻さ

を改めて思い知らされました。このような機会を与えてくださった関係各位に感謝しつつ

鳥取県に帰りました。 


